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検査に対する看護師が抱くイメージと患者の思いの相違
　　～「こんなもんだ」という言葉を追求してみて～

救急外来 村井春美　熊部浩子　高橋美香　岡田郁恵

1、はじめに
　心臓血管造影検査は、侵襲が大きい検査で
あるため、患者は不安や苦痛を抱きやすく、
看護師はそれらを理解し軽減することが必要
である。また同時に、看護師は検査の目的や
方法、検査によって起こりうるリスクを理解
したうえで、正確な検査結果が得られるよう
に援助する事が必要である。当院での心臓血
管造影検査において、穿刺部位に擁骨動脈が
選択されることがある。以前患者より固定に
関し「シビレる」「痛い」と言う苦痛が闘かれ
たため、擁骨動脈穿刺における固定方法につ
いて研究を開始した。しかし、患者にとって
苦痛な点はどこかアンケートを取ったところ、
看護師が「辛いだろう」と予想した上肢の固
定に関する苦痛の表出はなかった。そのため、
私たちはアンケートの回答から得られた意見
に対し、援助や対応策を検討した。その中で
「こんなもんだ」という意見があり、その言

葉には様々な意味が込められているように感
じたためその意味に着眼し、追求した。

V、結果
患者へのアンケート内容と結果（表1）

①固定に関する苦痛
辛い

辛くない

0％（0名）

100％（15名）

②固定方法によるシビレの有無

シビレがある 13．3％（2名）

シビレがない 86．7％（13名）

※シビレがあるとは、検査後に手首を固定すること

に対してのシビレを表出していた。

③固定の腕の姿勢

辛い

辛くない

0％（0名）

100％（15名）

皿、研究目的
　心臓血管造影検査を受ける患者の心理状態
などについて、理解することで必要な援助に
結びつける。

④手首の安定感

悪い 0％（0名）

良い 80．0％（12名）

どちらでもない 6．7％（1名）

わからない 13．396（2名）

皿、用語の定義
　血管造影検査（以下カテと称する）：血管に
造影剤を注入し、X線撮影を行って血管の走
行・状態を知る検査。

lV、研究方法
研究期間：平成20年4月～12月初旬
研究対象：擁骨動脈穿刺において心臓血管造
　　　　　影検査を受け、尚且つ本研究に同
　　　　　寒して頂けた全患者（臨時での心
　　　　　臓血管造影検査を除く）延べ15名。
倫理的配慮：研究対象者に本研究の趣旨・目
　　　　　　的・倫理的配慮を記した依頼文
　　　　　　を渡し、研究参加の同意を得た。
分析方法：アンケート調査によるデータ分
　　　　　析・文献的考察。
研究方法：心臓血管造影検査を受ける患者に、
　　　　現在行われている擁骨動脈穿刺の
　　　　固定について意見や感想を聞くた
　　　　め、検査の前日に訪幽し、説明を行
　　　　い同意を得る。
　　　　同意を得られた患者について、検査
　　　　終了後に病室を訪問し、聞き取りに
　　　　よるアンケート調査を行った。アン
　　　　ケートに対する回答を分析し、文献
　　　　を基に考察した。

検査を受ける患者の心理（表2）

　　　　　　　　　※先行研究文献より抜粋

前向き

良くなりたい

奄ﾟから現状を受け入れ迷いはなく任せる

bを聞いて安心する
纓ﾃ者の対応を見て信頼出来ると思った

達観 万が一の事があっても仕方がない

g体の大事を取っているので治療上の
@　　　　　　　　　　規制は仕方ない

気楽

病状を重く受け止めていなかった

困惑 医師の説明を聞いても検査のことが

@　　　　　　　　　よく分からなかった
ｱんな病気になるとは思っていなかった

苦痛 監視や規制による苦痛があった

?院生活に伴う気疲れや寂しさがあった

不安・恐怖

自分の置かれている状況に不安があった

沚ｸの話を聞いた時は不安や恐怖を
@　　　　　　　　　　　　　　　感じた

纓ﾃ者の説明や対応で大変な病気だと
@　　　　　　　　　　　　　気付いた



18

VI、考察
　検査や治療を受ける患者は、検査や検査に
関連した不安を持つといわれている。また、
検査に関する不安や、患者の心理は個人差が
大きく、検査の過程においてもその都度変化
するものである。検査を受ける患者の心理を
表2に示した。
　本研究において、心臓血管造影検査を受け
た患者から得られた回答では、看護師が予想
していた検査時の固定に関する苦痛は全く聞
かれなかった。検査自体に関する患者の声と
して、表3に示した内容が聞かれた。
　患者からの意見の中で「こんなもんだ」と
いう言葉がある。当初はこの言葉を「患者の
想定内の内容であり、苦痛ではないのだろう」
と解釈していた。「こんなもんだ」と言う言葉
以外の患者の言葉は、患者が苦痛と思う原因
が明確に表現されているため、苦痛への対応
が可能な意見である。しかし、「こんなもんだ」
という意見は、患者の意図が不明瞭である。
患者がどうして欲しいと思っているのかを汲
み取る事が困難である。このような曖昧な表
現は日本人特有であると思われ、坂田も、「日
本人は、境界をあいまいにすることで全体を
未分化なままで把握しようとする。」1）と述べ
ている。また、実際に患者と話した印象と、
表2に示した検査を受ける患者の心理を元に
考えると、「こんなもんだ」という発言は「前
向き」「達観」という患者の心理に似ていると
思われる。日本人の特性や、検査を受ける患

その他の意見（表3）

身

体

的

苦

痛

不

安

設

備

関

係

そ

の

他

希

望

耳の痒みがあった

右手背（穿刺側）に掻痒感があった

背中がとても痛かった

腰が辛かった

カテーテルが入らずその時が痛かった

　　　　　　　　　　　　　　（7名）
カテ後のTRバンドが辛い

左腕が透明な板に当るのが痛かった

経過や状況がどうなっているのか

　　　　　　　　　　聞かないと不安
カテ室のスタッフが帽子やマスクを

　　　　　　　　　　　着けて挨拶なく
検査が始まる

検査台が狭い

検査台に上がる台が不安定

こんなもんだ　（3名）

初めてなので比較できないため良くわからな
い

検査の説明が事前にあったほうがいい

挨拶をして欲しい

※表3に関しては、人数の記載が無い意見は
　全て1名の回答である。

者の心理をふまえると、「こんなもんだ」とい
う言葉は、「このくらいなら言う程のことでも
ないだろう」という患者の心理の表れではな
いかと考えた。

　そのことから、患者の言葉を表面上でのみ
理解するのではなく、言葉に含まれる気持ち
を察することが必要である。
　今回の研究を通して、心臓血．管造影検査に
立ち会う看護師自身が、検査は「痛い」「辛い」

というマイナスなイメージばかりにとらわれ
ていたが、実際は、患者の良くなりたいとい
う強い気持ちなどの前向きな感情があること
がわかった。患者の持つ、前向きな面を引き
伸ばし支えていくことは、看護の大切な要素
のひとつである。
　看護師が、患者を一人の人間として尊重し、
患者は何を考えているのか、看護師に何を望
んでいるのかということを確認し援助すると
いう姿勢が必要である。すなわち、ケアを受
ける対象者が持つ生活上のニードに応じて、
看護師が専門職として、患者の個別性を考慮
し、思いやりを持って関わることである。

V旺、終わりに

　今回は「こんなもんだ」という1つの言葉
を文献や私達なりに解釈をした。今後は本研
究で得られた結果を元に患者の本当の思いや
望みに近づくことができるような援助をして
いきたい。
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